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エドマンド・デュラック(Edmund Dulac 1882

－1953)は、フランス生まれでイギリスに帰化した

イラストレーターです。20世紀の初め、イギリスの

印刷技術の全てが注ぎ込まれたという、豪華絵本の

作者として名声を得ました。同時期、「不思議の国

のアリス」の挿絵画家アーサー・ラッカムに、負け

ず劣らずの人気だったそうです。清らかで官能的な

美しさがあり、凛とした力強さの中に上品な優しさ

が感じられる、と欧米では今日でも高く評価されて

います。 

豪華絵本の時代が過ぎ去った1930年代、デュラ

ックは舞台芸術やパッケージデザインの世界で活

躍しています。そして、1937年から亡くなる1953

年まで、多数の切手デザインを手掛けました。切手

デザイナーとしての仕事もしていたのです。 

本コレクションは、彼の挿絵作品の当時のオリジ

ナル印刷、彼のデザインによる切手および使用例等

を示しています。 


